
(57)【要約】

【課題】

　モータの駆動および停止を制御するためのモータ制御

回路及び、モータ制御回路とモータと治具を備えた内視

鏡操作部耐久試験装置において、電源の起動時に起こり

うるモータの誤動作を防止可能なものを提供する。

【解決手段】

　モータ制御回路がモータドライバ回路の制御端子の上

流に配置された第１のツェナーダイオードを備える構成

とした。駆動電源の下流に設けられた第２のツェナーダ

イオードのツェナー電圧が信号レベルＨの電圧値よりも

低く、第２のツェナーダイオードの下流側と第１のＮＰ

Ｎトランジスタのベースが接続され、第１のＮＰＮトラ

ンジスタのコレクタおよび第２のＮＰＮトランジスタの

ベースは第２のツェナーダイオードと並列に駆動電源に

接続され、両ＮＰＮトランジスタのエミッタは接地され

、第２のＮＰＮトランジスタのコレクタが入力電源及び

抵抗に対して反転シュミットトリガ回路及びスイッチ回

路と並列に設けられていてもよい。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 の 所 定 の 端 子 へ 信 号 レ ベ ル Ｈ の 信 号 を 印 加 す る こ と に よ っ て モ ー タ
を 駆 動 さ せ 、 信 号 レ ベ ル Ｌ の 信 号 を 引 加 す る こ と に よ っ て モ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ る モ ー
タ 制 御 回 路 で あ っ て 、 該 所 定 の 端 子 の 上 流 側 に 設 け ら れ た 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド で あ
っ て そ の ツ ェ ナ ー 電 圧 が 信 号 レ ベ ル Ｈ の 電 圧 値 よ り も 低 く な っ て い る も の を 有 す る 、 モ ー
タ 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 1の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド の 下 流 側 に 電 圧 増 幅 回 路 が 設 け ら れ て い る こ と 、 を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の モ ー タ 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 モ ー タ の 回 転 を 停 止 す る 際 に 押 下 さ れ る ス ト ッ プ ボ タ ン と 、
　 前 記 ス ト ッ プ ボ タ ン が 押 下 さ れ た 時 に 信 号 レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 生 成 さ れ 、 押 下 さ れ て い な
い 時 は 信 号 レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 生 成 さ れ る よ う 構 成 さ れ た ス ト ッ プ 回 路 と 、
　 前 記 ス ト ッ プ 回 路 が 生 成 し た 信 号 を 読 み 取 り 、 該 信 号 が 信 号 レ ベ ル Ｌ で あ る 時 に 該 モ ー
タ ド ラ イ バ 回 路 の 所 定 の 端 子 へ 信 号 レ ベ ル Ｌ の 信 号 を 印 加 す る よ う 構 成 さ れ た 主 制 御 回 路
と 、
　 前 記 ス ト ッ プ 回 路 の 駆 動 電 圧 が 所 定 値 未 満 で あ る 時 に 、 前 記 ス ト ッ プ 回 路 が 信 号 レ ベ ル
Ｌ の 信 号 を 生 成 す る よ う に 前 記 ス ト ッ プ 回 路 を 制 御 す る 低 電 圧 時 制 御 回 路 と 、
　 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の モ ー タ 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス ト ッ プ 回 路 は 、
　 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 と 、
　 前 記 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 の 入 力 端 に 抵 抗 を 介 し て 接 続 さ れ る 信 号 レ ベ ル Ｈ の 電 圧
値 の 入 力 電 源 と 、
　 前 記 入 力 電 源 お よ び 抵 抗 に 対 し て 前 記 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 と 並 列 に 設 け ら れ た ス
イ ッ チ 回 路 で あ っ て 、 そ の 一 端 が 接 地 さ れ て い る と 共 に そ の 中 間 に 前 記 ス ト ッ プ ボ タ ン が
設 け ら れ て い る も の と 、
　 を 有 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の モ ー タ 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 低 電 圧 時 制 御 回 路 は 、 前 記 入 力 電 源 お よ び 抵 抗 に 対 し て 、 前 記 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ
ガ 回 路 お よ び 前 記 ス イ ッ チ 回 路 と 並 列 に 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 ス ト ッ プ 回 路 の 入 力 電 源 の 電 圧 が 所 定 値 よ り も 低 い 場 合 は 、 前 記 入 力 電 源 か ら 前 記
低 電 圧 時 制 御 回 路 に 電 流 が 流 れ 、 前 記 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ の 入 力 端 に お け る 電 圧 を 低 下
さ せ る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の モ ー タ 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 低 電 圧 時 制 御 回 路 は 、 駆 動 電 源 と 、 前 記 駆 動 電 源 の 下 流 に 設 け ら れ た 第 ２ の ツ ェ ナ
ー ダ イ オ ー ド と 、 第 １ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド の ツ ェ ナ ー 電 圧 が 信 号 レ ベ ル Ｈ の 電 圧 値 よ り も 低 く な っ
て お り 、
　 前 記 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド の 下 流 側 と 前 記 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス 端 子 が 接 続
さ れ 、
　 前 記 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の コ レ ク タ 端 子 お よ び 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス 端 子 は
、 そ れ ぞ れ 前 記 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド と 並 列 に な る よ う に 前 記 駆 動 電 源 に 接 続 さ れ て
お り 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 端 子 は 接 地 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の コ レ ク タ 端 子 が 、 前 記 入 力 電 源 お よ び 抵 抗 に 対 し て 、 前 記 反
転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 お よ び 前 記 ス イ ッ チ 回 路 と 並 列 に 設 け ら れ て い る こ と 、 を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ に 記 載 の モ ー タ 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 前 記 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド の ツ ェ ナ ー 電 圧 は 、 前 記 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド の ツ
ェ ナ ー 電 圧 よ り も 高 く 設 定 さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の モ ー タ 制 御 回
路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 の 所 定 の 端 子 へ 信 号 レ ベ ル Ｈ の 信 号 を 印 加 す る こ と に よ っ て モ ー タ
を 駆 動 さ せ 、 信 号 レ ベ ル Ｌ の 信 号 を 引 加 す る こ と に よ っ て モ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ る モ ー
タ 制 御 回 路 で あ っ て 、
　 該 モ ー タ の 回 転 を 停 止 す る 際 に 押 下 さ れ る ス ト ッ プ ボ タ ン と 、
　 前 記 ス ト ッ プ ボ タ ン が 押 下 さ れ た 時 に 信 号 レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 生 成 さ れ 、 押 下 さ れ て い な
い 時 は 信 号 レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 生 成 さ れ る よ う 構 成 さ れ た ス ト ッ プ 回 路 と 、
　 前 記 ス ト ッ プ 回 路 が 生 成 し た 信 号 を 読 み 取 り 、 該 信 号 が 信 号 レ ベ ル Ｌ で あ る 時 に 該 モ ー
タ ド ラ イ バ 回 路 の 所 定 の 端 子 へ 信 号 レ ベ ル Ｌ の 信 号 を 印 加 す る よ う 構 成 さ れ た 主 制 御 回 路
と 、
　 前 記 ス ト ッ プ 回 路 の 駆 動 電 圧 が 所 定 値 未 満 で あ る 時 に 、 前 記 ス ト ッ プ 回 路 が 信 号 レ ベ ル
Ｌ の 信 号 を 生 成 す る よ う に 前 記 ス ト ッ プ 回 路 を 制 御 す る 低 電 圧 時 制 御 回 路 と 、
　 を 有 す る 、 モ ー タ 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス ト ッ プ 回 路 は 、
　 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 と 、
　 前 記 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 の 入 力 端 に 抵 抗 を 介 し て 接 続 さ れ る 信 号 レ ベ ル Ｈ の 電 圧
値 の 入 力 電 源 と 、
　 前 記 入 力 電 源 お よ び 抵 抗 に 対 し て 前 記 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 と 並 列 に 設 け ら れ た ス
イ ッ チ 回 路 で あ っ て 、 そ の 一 端 が 接 地 さ れ て い る と 共 に そ の 中 間 に 前 記 ス ト ッ プ ボ タ ン が
設 け ら れ て い る も の と 、
　 を 有 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の モ ー タ 制 御 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 低 電 圧 時 制 御 回 路 は 、 前 記 入 力 電 源 お よ び 抵 抗 に 対 し て 、 前 記 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ
ガ 回 路 お よ び 前 記 ス イ ッ チ 回 路 と 並 列 に 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 ス ト ッ プ 回 路 の 入 力 電 源 の 電 圧 が 所 定 値 よ り も 低 い 場 合 は 、 前 記 入 力 電 源 か ら 前 記
低 電 圧 時 制 御 回 路 に 電 流 が 流 れ 、 前 記 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ の 入 力 端 に お け る 電 圧 を 低 下
さ せ る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の モ ー タ 制 御 回 路 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 低 電 圧 時 制 御 回 路 は 、 駆 動 電 源 と 、 前 記 駆 動 電 源 の 下 流 に 設 け ら れ た ツ ェ ナ ー ダ イ
オ ー ド と 、 第 １ お よ び 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ を 有 し 、
　 前 記 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド の ツ ェ ナ ー 電 圧 が 信 号 レ ベ ル Ｈ の 電 圧 値 よ り も 低 く な っ て お り
、
　 前 記 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド の 下 流 側 と 前 記 第 １ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス 端 子 が 接 続
さ れ 、
　 前 記 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の コ レ ク タ 端 子 お よ び 前 記 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス
端 子 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド と 並 列 に な る よ う に 前 記 駆 動 電 源 に 接 続 さ れ て
お り 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 端 子 は 接 地 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の コ レ ク タ 端 子 が 、 前 記 入 力 電 源 お よ び 抵 抗 に 対 し て 、 前 記 反
転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 お よ び 前 記 ス イ ッ チ 回 路 と 並 列 に 設 け ら れ て い る こ と 、 を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の モ ー タ 制 御 回 路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か に 記 載 の モ ー タ 制 御 回 路 と 、
　 前 記 モ ー タ 制 御 回 路 に よ っ て 制 御 さ れ る モ ー タ と 、
　 前 記 モ ー タ か ら の 動 力 に よ っ て 内 視 鏡 の 操 作 ダ イ ヤ ル を 繰 り 返 し 往 復 運 動 さ せ る た め の
治 具 と 、
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　 を 備 え た 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 モ ー タ の 駆 動 お よ び 停 止 を 制 御 す る た め の モ ー タ 制 御 回 路 お よ び 、 こ の モ ー
タ 制 御 回 路 と モ ー タ と 治 具 を 備 え た 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 モ ー タ を 利 用 し た 各 種 装 置 が 利 用 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の
内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て は 、 タ ン ク 内 に 溜 め ら れ て い る 水 を 汲 み 出 し て 内 視 鏡 の 送 水 管
に 送 る ポ ン プ を モ ー タ に よ っ て 駆 動 す る よ う に な っ て い る 。 こ の モ ー タ は 、 装 置 の 使 用 者
が フ ッ ト ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と に よ っ て 駆 動 ま た は 停 止 す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ７ ５ ９ ４ ５
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 装 置 に お い て は 、 ス テ ッ プ モ ー タ や 定 速 モ ー タ が 利 用 さ れ る 。 特 許 文 献 １ に
記 載 の 装 置 に お い て は 、 定 速 ス テ ッ プ モ ー タ が 使 用 さ れ て い る 。 直 流 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ
に お い て は 、 複 数 の 制 御 端 子 に 駆 動 パ ル ス を 入 力 す る こ と に よ っ て 、 モ ー タ の 回 転 速 度 や
回 転 角 を 制 御 す る も の で あ る 。 こ の 駆 動 パ ル ス は 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 に よ っ て 生 成 さ れ
、 モ ー タ の 制 御 端 子 に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 は 、 外 部 の 制 御 回 路 か ら パ ル ス 信 号 を 受 信 す る た め の 信 号 入 力
端 子 と 、 直 流 電 源 を 供 給 す る た め の 電 源 入 力 端 子 と を 備 え る 。 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 は 、 外
部 か ら の パ ル ス 信 号 と 直 流 電 源 を 用 い て 、 モ ー タ に 送 る 駆 動 パ ル ス を 生 成 す る 。 外 部 の 制
御 回 路 か ら 出 力 さ れ る パ ル ス は 、 ３ ． ３ ～ ５ Ｖ 程 度 の 一 般 に 言 う 論 理 レ ベ ル 電 圧 で あ り 消
費 電 力 が 押 さ え ら れ て い る 。 一 方 、 直 流 電 源 は 、 高 ト ル ク で モ ー タ を 回 転 さ せ る た め の 動
力 と な る の で 、 モ ー タ ー ド ラ イ バ 回 路 は 、 １ ２ ～ ２ ４ Ｖ 程 度 の 高 電 圧 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 通 常 、 外 部 の 制 御 回 路 お よ び モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 へ 供 給 さ れ る 直 流 電 流 は 、 適 切 な 交 流
－ 直 流 コ ン バ ー タ （ 以 下 、 電 源 と 称 す ） か ら 供 給 さ れ て い る 。 上 記 の よ う な 構 成 の 装 置 の
場 合 、 外 部 の 制 御 回 路 と モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 の 駆 動 電 圧 が 異 な る た め 、 制 御 回 路 と モ ー タ
ド ラ イ バ 回 路 と に は 、 別 個 の 電 源 が 接 続 さ れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 制 御 回 路 に は 、 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ イ ン バ ー タ 等 の 論 理 素 子 が 使 用 さ れ て お り 、 こ れ ら の
論 理 素 子 に よ っ て モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 に 供 給 さ れ る パ ル ス が 生 成 さ れ る 。 こ れ ら の 論 理 素
子 に お い て 、 動 作 可 能 な 駆 動 電 圧 の 範 囲 は 、 前 述 の よ う な 論 理 レ ベ ル 電 圧 ３ ． ３ Ｖ ～ ５ Ｖ
で あ る 。 こ の 範 囲 を 大 き く 下 回 る 電 圧 が 論 理 素 子 に 供 給 さ れ た 場 合 、 素 子 の 論 理 レ ベ ル が
安 定 し な い の で 、 シ ス テ ム が 誤 動 作 を 起 こ す 可 能 性 が あ る 。 制 御 回 路 に 電 流 を 供 給 す る 電
源 の 起 動 時 に は 、 電 圧 の レ ベ ル が 安 定 し た レ ベ ル ま で 立 ち 上 が る の に 有 限 な 時 間 を 必 要 と
す る 。 こ の よ う な 期 間 に 、 論 理 素 子 に 低 い 電 圧 が 供 給 さ れ て し ま う 可 能 性 が あ る 。 こ の 結
果 、 意 図 し な い パ ル ス が モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 に 入 力 さ れ て 、 ス テ ッ プ モ ー タ が 誤 動 作 を 起
こ す 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 に 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 の 特 定 の 端 子 に 入 力 さ れ る 信 号 が Ｈ レ ベ ル か Ｌ レ ベ ル か に よ
っ て 回 転 ／ 停 止 を 制 御 す る よ う な 定 速 モ ー タ を 用 い た 装 置 に お い て 、 電 源 の 起 動 時 に 論 理
素 子 の 誤 動 作 が 起 こ る と 、 モ ー タ の 回 転 が 始 ま る 可 能 性 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の 問 題 に 鑑 み 、 本 発 明 は 電 源 の 起 動 時 に 起 こ り う る モ ー タ の 誤 動 作 を 防 止 す る た め
の 手 段 を 備 え た モ ー タ 制 御 回 路 お よ び 、 こ の モ ー タ 制 御 回 路 を 有 す る 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試
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験 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の モ ー タ 制 御 回 路 は 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 の 制 御 端
子 の 上 流 に 配 置 さ れ た 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド を 備 え て い る 。 電 源 の 起 動 時 に 論 理 素 子
の 誤 動 作 に よ っ て 発 生 し う る 信 号 の レ ベ ル は 、 通 常 の レ ベ ル Ｈ の 電 圧 値 よ り も 低 い 値 と な
る 。 例 え ば 、 通 常 使 用 時 に お け る 論 理 素 子 の 駆 動 電 圧 が ５ Ｖ で あ る 場 合 、 レ ベ ル Ｈ の 信 号
の 電 圧 値 は ほ ぼ ５ Ｖ と な る 。 一 方 、 電 源 起 動 時 に 誤 動 作 に よ っ て 出 力 さ れ う る 信 号 の 電 圧
値 は ２ Ｖ 程 度 で あ る 。 従 っ て 、 ツ ェ ナ ー 電 圧 が ３ Ｖ で あ る よ う な 素 子 を 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ
イ オ ー ド と し て 使 用 す る こ と に よ り 、 論 理 素 子 の 誤 動 作 に よ っ て 発 生 し う る 信 号 を カ ッ ト
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド は そ の 上 流 に 設 け ら れ た 素 子 か ら 出 力 さ れ る 信 号 の 電 圧 値 が
ツ ェ ナ ー 電 圧 以 上 で あ る 場 合 、 （ 入 力 電 圧 － ツ ェ ナ ー 電 圧 ） の 電 圧 を 出 力 す る よ う に な っ
て い る 。 従 っ て 、 ト ラ ン ジ ス タ 等 を 備 え た 電 圧 増 幅 回 路 を 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド の 下
流 に 配 置 す る こ と に よ っ て 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 に 入 力 さ れ る 信 号 電 圧 値 を 所 望 の 電 圧 レ
ベ ル ま で 増 幅 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 モ ー タ 制 御 回 路 が 、 モ ー タ の 回 転 を 停 止 す る 際 に 押 下 さ れ る ス ト ッ プ ボ タ ン と 、
ス ト ッ プ ボ タ ン が 押 下 さ れ た 時 に 信 号 レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 生 成 さ れ 、 押 下 さ れ て い な い 時 は
信 号 レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 生 成 さ れ る よ う 構 成 さ れ た ス ト ッ プ 回 路 と 、 ス ト ッ プ 回 路 が 生 成 し
た 信 号 を 読 み 取 り 、 こ の 信 号 が 信 号 レ ベ ル Ｌ で あ る 時 に モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 の 所 定 の 端 子
へ 信 号 レ ベ ル Ｌ の 信 号 を 印 加 す る よ う 構 成 さ れ た 主 制 御 回 路 と 、 を 備 え た も の で あ る 場 合
、
　 ス ト ッ プ 回 路 の 駆 動 電 圧 が 所 定 値 未 満 で あ る 時 に 、 前 記 ス ト ッ プ 回 路 が 信 号 レ ベ ル Ｌ の
信 号 を 生 成 す る よ う に 前 記 ス ト ッ プ 回 路 を 制 御 す る 低 電 圧 時 制 御 回 路 を さ ら に 有 す る 構 成
と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 電 源 の 起 動 時 に ス ト ッ プ 回 路 を 構 成 す る 論 理 素 子 が 誤 作 動 を
起 こ し て レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 出 力 さ れ う る 場 合 に 、 低 電 圧 時 制 御 回 路 に よ っ て 強 制 的 に レ ベ
ル Ｌ の 信 号 が 出 力 さ れ る よ う に な る 。 従 っ て 、 本 構 成 に よ れ ば 、 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー
ド と 低 電 圧 時 制 御 回 路 の い ず れ か 一 方 が 動 作 不 良 を 起 こ し て い る 場 合 で あ っ て も 、 モ ー タ
の 誤 動 作 を 防 止 か の 氏 あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 ス ト ッ プ 回 路 が 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 と 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 の 入
力 端 に 抵 抗 を 介 し て 接 続 さ れ る 信 号 レ ベ ル Ｈ の 入 力 電 源 と 、 入 力 電 源 お よ び 抵 抗 に 対 し て
反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 と 並 列 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ 回 路 で あ っ て 、 そ の 一 端 が 接 地 さ
れ て い る と 共 に そ の 中 間 に 前 記 ス ト ッ プ ボ タ ン が 設 け ら れ て い る も の と 、 を 有 す る も の で
あ る 場 合 は 、 低 電 圧 時 制 御 回 路 が 入 力 電 源 お よ び 抵 抗 に 対 し て 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路
お よ び ス イ ッ チ 回 路 と 並 列 に 設 け ら れ て お り 、 ス ト ッ プ 回 路 の 入 力 電 源 の 電 圧 が 所 定 値 よ
り も 低 い 場 合 は 入 力 電 源 か ら 低 電 圧 時 制 御 回 路 に 電 流 が 流 れ 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ の 入
力 端 に お け る 電 圧 を 低 下 さ せ る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 例 え ば 、 低 電 圧 時 制 御 回 路 が 、 駆 動 電 源 と 、 前 記 駆 動 電 源 の 下 流 に 設 け ら れ た 第 ２ の ツ
ェ ナ ー ダ イ オ ー ド と 、 第 １ お よ び 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ を 有 し 、 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ
オ ー ド の ツ ェ ナ ー 電 圧 が 信 号 レ ベ ル Ｈ よ り も 低 く な っ て お り 、 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド
の 下 流 側 と 第 １ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス 端 子 が 接 続 さ れ 、 第 １ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス
タ の コ レ ク タ 端 子 お よ び 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス 端 子 は そ れ ぞ れ 第 ２ の ツ ェ ナ
ー ダ イ オ ー ド と 並 列 に な る よ う に 駆 動 電 源 に 接 続 さ れ て お り 、 第 １ お よ び 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト
ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 端 子 は 接 地 さ れ て お り 、 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ の コ レ ク タ 端 子
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が 入 力 電 源 お よ び 抵 抗 に 対 し て 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 お よ び ス イ ッ チ 回 路 と 並 列 に 設
け ら れ て い る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 説 明 し た モ ー タ 制 御 回 路 は 、 例 え ば 、 モ ー タ 制 御 回 路 に よ っ て 制 御 さ れ る モ ー タ と
、 モ ー タ か ら の 動 力 に よ っ て 内 視 鏡 の 操 作 ダ イ ヤ ル を 繰 り 返 し 往 復 運 動 さ せ る た め の 治 具
と 、 を 備 え た 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装 置 に 適 用 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 本 発 明 は 電 源 の 起 動 時 に 起 こ り う る モ ー タ の 誤 動 作 を
防 止 す る た め の 手 段 を 備 え た モ ー タ 制 御 回 路 お よ び 、 こ の モ ー タ 制 御 回 路 を 有 す る 内 視 鏡
操 作 部 耐 久 試 験 装 置 が 実 現 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 説 明 し て 、 本 発 明 の モ ー タ 制 御 回 路 お よ び 、 こ の モ ー タ 制 御 回 路 を 有 す る
内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装 置 に つ き 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装
置 の 構 造 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装 置 １ （ 以 下 、 試 験 装
置 １ と 略 称 す ） は 、 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 の 彎 曲 動 作 を 操 作 す る た め の 操 作 ダ イ ヤ ル を 、
所 定 回 数 往 復 回 転 し て 、 ダ イ ヤ ル の 破 損 が 起 き る か ど う か を 試 験 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 試 験 装 置 １ は 、 内 視 鏡 Ｓ が そ こ に 固 定 さ れ る ボ デ ィ １ ０ と 、 内 視 鏡 Ｓ の ハ ン ド ル 部 お よ
び 挿 入 管 基 端 部 を 上 下 か ら 挟 み 込 ん で ボ デ ィ １ ０ に 固 定 す る た め の 固 定 部 材 １ ２ を 有 す る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ボ デ ィ １ ０ の 一 側 面 に は ボ デ ィ １ ０ に 内 視 鏡 Ｓ が 固 定 さ れ た 時 に 、 内 視 鏡 Ｓ の 操
作 ダ イ ヤ ル Ｄ と 係 合 す る 係 合 突 起 １ ４ ａ を 備 え た 作 動 ギ ア １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 係 合 突
起 １ ４ ａ を 操 作 ダ イ ヤ ル Ｄ と 係 合 さ せ た 状 態 で 作 動 ギ ア １ ４ を 往 復 回 転 さ せ る こ と に よ っ
て 、 操 作 ダ イ ヤ ル Ｄ を 往 復 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 作 動 ギ ア １ ４ を 駆 動 す る た め の 駆 動 ギ ア １ ６ が 、 作 動 ギ ア １ ４ と 噛 合 し て い る 。 駆
動 ギ ア １ ６ の 回 転 軸 に は 、 モ ー タ ２ ０ の 駆 動 軸 と 連 結 さ れ て お り 、 モ ー タ ２ ０ を 回 転 さ せ
る こ と に よ っ て 駆 動 ギ ア １ ６ お よ び 作 動 ギ ア １ ４ を 介 し て 操 作 ダ イ ヤ ル Ｄ を 回 転 さ せ る こ
と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 モ ー タ ２ ０ の 回 転 軸 は 、 時 計 回 り お よ び 反 時 計 回 り の 双 方 に 回 転 駆 動 さ れ る よ う に な っ
て お り 、 モ ー タ ２ ０ を 駆 動 ／ 制 御 す る た め の モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ に 所 定 の 信 号 を 引
加 す る こ と に よ っ て 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 軸 の 回 転 方 向 （ す な わ ち 、 内 視 鏡 Ｓ の 操 作 ダ イ ヤ
ル Ｄ の 回 転 方 向 ） を 設 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ボ デ ィ １ ０ の 下 部 に は 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ が 設 け ら れ て い る 。 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の ブ
ロ ッ ク 図 を 図 ２ に 示 す 。 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 表 面 に は 、 モ ー タ ２ ０ を 始 動 さ せ て 試 験 を
開 始 さ せ る 時 に 押 下 さ れ る ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ 、 お よ び 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 を 停 止 し て
試 験 を 終 了 す る 際 に 押 下 さ れ る ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ 、 商 用 Ａ Ｃ 電 源 を 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０
０ に 供 給 す る た め の 電 源 コ ネ ク タ １ ０ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 前 述 の モ ー タ ド ラ イ バ
回 路 １ ３ ０ 、 お よ び モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 に 信 号 を 送 っ て モ ー タ ２ ０ の 動 作 を 制 御 す る た め
の 制 御 回 路 １ ５ ０ 、 電 源 コ ネ ク タ １ ０ ２ を 介 し て 供 給 さ れ る Ａ Ｃ 電 流 を ５ Ｖ の Ｄ Ｃ 電 流 に
変 換 し て 制 御 回 路 １ ５ ０ に 供 給 す る 第 １ の 電 源 １ ０ ４ 、 お よ び 、 電 源 コ ネ ク タ １ ０ ２ を 介
し て 供 給 さ れ る Ａ Ｃ 電 流 を １ ２ Ｖ の Ｄ Ｃ 電 流 に 変 換 し て カ ウ ン タ １ ０ ８ に 供 給 す る 第 ２ の
電 源 １ ０ ６ が 、 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ に 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 源 コ ネ ク タ １ ０ ２ を 介 し て 供 給 さ れ る Ａ Ｃ 電 流 は 、 第 １ の 電 源 １ ０ ４ お よ び 第 ２ の 電
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源 １ ０ ６ に 送 ら れ る と 共 に 、 分 岐 し て モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ に 送 ら れ る 。 モ ー タ ド ラ
イ バ 回 路 １ ３ ０ は 、 Ａ Ｃ 電 流 を ２ ４ Ｖ の Ｄ Ｃ 電 流 に 変 換 す る 電 源 回 路 を 備 え て お り 、 モ ー
タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ 自 身 、 お よ び モ ー タ ２ ０ は こ の ２ ４ Ｖ の Ｄ Ｃ 電 流 に よ っ て 駆 動 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 作 動 ギ ア １ ４ は 、 そ の 半 径 方 向 に 向 か っ て 延 び る ア ー ム １ ４ ｂ
を 有 す る 。 作 動 ギ ア １ ４ が 回 転 運 動 す る と 、 ア ー ム １ ４ ｂ は ボ デ ィ １ ０ 上 に 設 け ら れ た 回
転 方 向 検 出 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ 、 Ｓ Ｗ ４ の 間 を 揺 動 す る 。 回 転 方 向 検 出 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ 、 Ｓ Ｗ
４ は 、 そ れ ぞ れ 制 御 回 路 に 接 続 さ れ て お り 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ 、 Ｓ Ｗ ４ の い ず れ か に ア ー ム
１ ４ ｂ が 接 触 し て ス イ ッ チ が 短 絡 す る と 、 そ の 結 果 が 検 出 さ れ て 制 御 回 路 １ ５ ０ に 入 力 さ
れ る 。 制 御 回 路 １ ５ ０ は こ の 検 出 結 果 に 基 づ い て モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ に 信 号 を 送 信
し て 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 方 向 を 変 更 す る 。 以 上 の 構 成 に よ っ て 、 内 視 鏡 ２ ０ の 操 作 ダ イ ヤ
ル Ｄ は 往 復 回 転 運 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 制 御 回 路 １ ５ ０ は 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ に 内 蔵 さ れ た カ ウ ン タ １ ０ ８ に 接 続 さ れ
て い る 。 制 御 回 路 １ ５ ０ は 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ４ と ア ー ム １ ４ ｂ が 接 触 し た 時 に 、 カ ウ ン ト ア
ッ プ 信 号 を カ ウ ン タ １ ０ ８ に 送 信 す る 。 カ ウ ン タ １ ０ ８ は カ ウ ン ト ア ッ プ 信 号 を 受 信 す る
と 、 カ ウ ン タ １ ０ ８ の カ ウ ン タ 表 示 値 を １ カ ウ ン ト ア ッ プ す る 。 カ ウ ン タ 表 示 値 は 、 カ ウ
ン タ １ ０ ８ の カ ウ ン タ 表 示 イ ン ジ ケ ー タ に 表 示 さ れ る 。 以 上 の 構 成 に よ っ て 、 ス タ ー ト ボ
タ ン が 押 下 さ れ た 後 の ア ー ム １ ４ ｂ と ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ４ が 接 触 し た 回 数 （ す な わ ち 、 操 作 ダ
イ ヤ ル Ｄ の 往 復 回 数 ） は カ ウ ン タ １ ０ ８ に よ っ て 計 測 さ れ 、 こ の 回 数 が カ ウ ン タ １ ０ ８ の
カ ウ ン タ 表 示 イ ン ジ ケ ー タ に 表 示 さ れ る 。 試 験 装 置 １ の 操 作 者 は 、 カ ウ ン タ １ ０ ８ の カ ウ
ン タ 表 示 イ ン ジ ケ ー タ に 表 示 さ れ た 表 示 値 を 視 認 す る こ と に よ っ て 、 操 作 ダ イ ヤ ル Ｄ の 往
復 回 数 を 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 カ ウ ン タ １ ０ ８ の カ ウ ン タ 表 示 値 の 値 が 一 定 値 （ 例 え ば １ ０ ０ ０ ０ ） を 越 え る と
、 カ ウ ン タ １ ０ ８ は 所 定 の オ ー バ ー フ ロ ー 信 号 を 出 力 す る 。 こ の オ ー バ ー フ ロ ー 信 号 は 制
御 回 路 １ ５ ０ に 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。 制 御 回 路 １ ５ ０ が オ ー バ ー フ ロ ー 信 号 を 受
信 す る と 、 制 御 回 路 １ ５ ０ は モ ー タ ２ ０ の 回 転 を 停 止 す る た め の 信 号 を モ ー タ ド ラ イ バ 回
路 １ ３ ０ に 出 力 す る 。 従 っ て 、 ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ が 押 下 さ れ て 耐 久 試 験 が 開 始 し た の
ち 、 操 作 ダ イ ヤ ル Ｄ の 往 復 回 数 が 一 定 値 に 達 す る と 、 モ ー タ ２ ０ が 停 止 す る 。 す な わ ち 、
本 構 成 に お い て は 、 内 視 鏡 Ｓ を ボ デ ィ １ ０ に セ ッ ト し て ス タ ー ト ボ タ ン が 押 下 さ れ る と 、
一 定 の 回 数 操 作 ダ イ ヤ ル Ｄ が 往 復 回 転 さ れ る 。 こ の 時 の 操 作 ダ イ ヤ ル Ｄ の 状 態 を 操 作 者 が
視 認 す る こ と に よ っ て 、 操 作 ダ イ ヤ ル Ｄ の 耐 久 性 が 判 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ボ タ ン Ｓ Ｗ １ ～ ２ 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ ～ ４ 、 制 御 回 路 １ ５ ０ 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０
、 お よ び カ ウ ン タ １ ０ ８ の 回 路 図 を 図 ３ に 示 す 。 な お 、 図 中 で ” ＋ ５ Ｖ ” と 記 載 さ れ て い
る 電 源 入 力 端 子 か ら の 電 源 電 圧 は 、 電 源 １ ０ ４ か ら 供 給 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 回 路 図 に 基 づ く 制 御 回 路 １ ５ ０ の 通 常 時 の 動 作 に 付 き 、 以 下 説 明 す る 。 な お 、 本 願
の 特 徴 部 分 で あ る 低 電 圧 時 の 誤 動 作 を 防 止 す る 回 路 ２ １ ０ 、 ２ ２ ０ は 、 通 常 動 作 時 に お い
て は 不 要 で あ る た め 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 回 路 ２ １ ０ 、 ２ ２ ０ が 無 い も の と し て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ の 制 御 は Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ に よ っ て 行 わ
れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 第 １ 出 力 端 子 Ｏ １ お よ び 第 ２ 出 力 端 子 Ｏ ２ は 、 そ れ ぞ れ モ ー タ ド ラ
イ バ 回 路 １ ３ ０ の Ｃ Ｃ Ｗ ／ Ｃ Ｗ 設 定 端 子 Ｍ ２ お よ び Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ／ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ 端 子 Ｍ １ に 接 続
さ れ て い る 。 な お 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ の 端 子 Ｍ ３ は グ ラ ン ド で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ の Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ／ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ 端 子 Ｍ １ に レ ベ ル Ｈ （ 通 常 は ４ ～ ５
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Ｖ ） の 電 圧 が か か っ て い る 時 は 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ に よ っ て モ ー タ ２ ０ が 回 転 駆
動 さ れ る よ う 制 御 さ れ る 。 ま た 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ／ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ 端 子 に レ ベ ル Ｌ （ 通 常 は ０ ～ ０ ．
５ Ｖ ） の 電 圧 が か か っ て い る 時 は 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ に よ っ て モ ー タ ２ ０ が 停 止
す る よ う 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ の Ｃ Ｃ Ｗ ／ Ｃ Ｗ 設 定 端 子 Ｍ ２ に レ ベ ル Ｈ の 電 圧 が か か っ て い
る 場 合 は 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 方 向 が 反 時 計 回 り に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 Ｃ Ｃ Ｗ ／ Ｃ Ｗ 設 定 端
子 Ｍ ２ に レ ベ ル Ｌ の 電 圧 が か か っ て い る 場 合 は 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 方 向 が 時 計 回 り に 設 定
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ が 端 子 Ｏ １ 、 Ｏ ２ に 出 力 す る 信 号
に よ っ て モ ー タ ２ ０ の 回 転 ／ 停 止 お よ び 回 転 方 向 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 い で 、 ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ 、 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ お よ び Ｓ Ｗ ４
の 状 態 を Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ が 検 知 す る 手 段 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ の 一 端 は 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ １ の 入 力 端 に 接 続 さ れ て お
り 、 他 端 は 接 地 さ れ て い る 。 ま た ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ の 一 端 と 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回
路 Ｓ １ の 入 力 端 に は 、 抵 抗 Ｒ １ を 介 し て ５ Ｖ 電 源 が 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ス タ ー ト
ボ タ ン Ｓ Ｗ １ の 両 端 が 短 絡 さ れ て い な い 状 態 で は 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ １ の 入 力
端 は ５ Ｖ （ す な わ ち レ ベ ル Ｈ ） で プ ル ア ッ プ さ れ て い る こ と に な る 。 こ の 時 、 反 転 シ ュ ミ
ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ １ は レ ベ ル Ｌ の 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ の 両 端 が 短 絡 さ れ る と 、 抵 抗 Ｒ １ に 電 流 が 流 れ 、 抵 抗 Ｒ

１ に よ る 電 圧 降 下 に よ っ て 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ １ の 入 力 端 に お け る 電 圧 は レ ベ
ル Ｌ と な り 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ １ は レ ベ ル Ｈ の 信 号 を 出 力 す る 。 反 転 シ ュ ミ ッ
ト ト リ ガ 回 路 Ｓ １ の 出 力 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 入 力 端 Ｉ １ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ に つ い て も 基 本 的 な 構 成 は 同 様 で あ り 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回
路 Ｓ ２ お よ び 抵 抗 Ｒ ２ に よ っ て 、 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ の 両 端 が 短 絡 し て い な い 時 は 、 Ｃ
Ｐ Ｕ １ ５ １ の 入 力 端 Ｉ ２ に レ ベ ル Ｈ の 電 圧 が か か る よ う に な り 、 両 端 が 短 絡 し て い る 時 は
、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 入 力 端 Ｉ ２ に レ ベ ル Ｌ の 電 圧 が か か る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ 、 Ｓ Ｗ ４ に つ い て も 同 様 で あ る 。 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ３ 、 Ｓ ４

お よ び 抵 抗 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ に よ っ て 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ 、 Ｓ Ｗ ４ の 両 端 が 短 絡 し て い な い 時 は 、
Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 入 力 端 Ｉ ３ 、 Ｉ ４ に そ れ ぞ れ レ ベ ル Ｈ の 電 圧 が か か る よ う に な り 、 両 端 が
短 絡 し て い る 時 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 入 力 端 Ｉ ３ 、 Ｉ ４ に そ れ ぞ れ レ ベ ル Ｌ の 電 圧 が か か る
よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 従 っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ は 入 力 端 Ｉ １ 、 Ｉ ２ に か か る 電 圧 レ ベ ル を チ ェ ッ ク し て 、 ス タ ー
ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ 及 び ／ ま た は ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ が 押 下 さ れ た か ど う か を 判 断 す る こ と
が で き る 。 同 様 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ は 入 力 端 Ｉ ３ 、 Ｉ ４ に か か る 電 圧 レ ベ ル を チ ェ ッ ク し て
、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ 及 び ／ ま た は Ｓ Ｗ ４ が ア ー ム １ ４ ｂ （ 図 １ ） と 接 触 し た か ど う か を 判 断
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 カ ウ ン タ １ ０ ８ の カ ウ ン ト ア ッ プ 機 構 お よ び オ ー バ ー フ ロ ー 時 の 挙 動 に つ き 、 以 下 説 明
す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 出 力 端 Ｏ ３ と カ ウ ン タ １ ０ ８ の カ ウ ン ト ア ッ プ パ ル ス 入 力 端 Ｃ １ は
接 続 さ れ て お り 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 出 力 端 Ｏ ３ か ら レ ベ ル Ｈ の パ ル ス が 出 力 さ れ る と 、
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カ ウ ン タ １ ０ ８ は 、 カ ウ ン タ 表 示 値 を １ カ ウ ン ト ア ッ プ す る 。 ま た 、 カ ウ ン タ １ ０ ８ の 端
子 Ｃ ４ は グ ラ ン ド で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 カ ウ ン タ 表 示 値 の 値 が 所 定 値 を 越 え る と 、 カ ウ ン タ １ ０ ８ の 端 子 Ｃ ２ と Ｃ ３ が 短
絡 す る 。 端 子 Ｃ ２ は 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ５ の 入 力 端 と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、
端 子 Ｃ ３ は 接 地 さ れ て い る 。 ま た 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ５ の 入 力 端 に は 、 抵 抗 Ｒ

５ を 介 し て ５ Ｖ の 電 源 が 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 端 子 Ｃ ２ と Ｃ ３ が 短 絡 し て い な い 状 態
で は 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ５ の 入 力 端 に は レ ベ ル Ｈ の 電 圧 が か か り 、 そ の 出 力 端
の 電 圧 レ ベ ル は Ｌ と な る 。 一 方 、 カ ウ ン タ 表 示 値 が オ ー バ ー フ ロ ー し て 端 子 Ｃ ２ と Ｃ ３ が
短 絡 す る と 、 抵 抗 Ｒ ５ に 電 流 が 流 れ 、 抵 抗 Ｒ ５ の 電 圧 降 下 に よ っ て 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ
回 路 Ｓ ５ の 入 力 端 に お け る 電 圧 レ ベ ル は Ｌ と な り 、 出 力 端 の 電 力 レ ベ ル は Ｈ と な る 。 反 転
シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ５ の 出 力 端 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 入 力 端 Ｉ ５ と 接 続 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 従 っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ は 信 号 出 力 端 Ｏ ３ に レ ベ ル Ｈ の パ ル ス を 出 力 す る こ と に よ っ て 、
カ ウ ン タ １ ０ ８ の カ ウ ン タ 表 示 値 を １ カ ウ ン ト ア ッ プ さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ
１ ５ １ は 、 信 号 入 力 端 Ｉ ５ を 監 視 す る こ と に よ っ て 、 カ ウ ン タ １ ０ ８ の カ ウ ン タ 表 示 値 の
オ ー バ ー フ ロ ー を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ に よ る 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 ／ 停 止 を 制 御 す る 機 構 に 付 き 、 以 下 説 明 す る 。
Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 出 力 端 Ｏ ２ は 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ６ を 介 し て モ ー タ ド ラ イ
バ 回 路 １ ３ ０ の Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ／ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ 端 子 Ｍ １ に 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 信 号 出 力 端 Ｏ

２ の レ ベ ル が Ｌ で あ れ ば 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ／ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ 端 子 Ｍ １ で の 電 圧 レ ベ ル は Ｈ と な り 、 こ
の 時 モ ー タ ２ ０ は 回 転 す る 。 一 方 、 信 号 出 力 端 Ｏ ２ の レ ベ ル が Ｈ で あ れ ば 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ／
Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ 端 子 Ｍ １ で の 電 圧 レ ベ ル は Ｌ と な り 、 こ の 時 モ ー タ ２ ０ は 回 転 し な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ は 以 下 に 説 明 す る フ ロ ー に 従 っ て 動 作 し 、 モ ー タ
２ ０ の 回 転 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ に よ っ て 実 施 さ れ る フ ロ ー で あ る 。 本 フ ロ ー は 、 試 験 装 置 １ へ の 電 源 投
入 に よ っ て 実 行 さ れ る 。 ま た 、 本 フ ロ ー は 一 種 の 無 限 ル ー プ と な っ て お り 、 試 験 装 置 へ の
電 源 を 遮 断 し な い 限 り 実 行 さ れ 続 け る 。 本 フ ロ ー が 開 始 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ が 実 施 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 入 力 端 Ｉ １ に レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ た か ど
う か 、 す な わ ち ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ が 押 下 さ れ た か ど う か の 検 知 が 行 わ れ る 。 信 号 入 力
端 Ｉ １ に レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ 、 ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ の 押 下 が 検 知 さ れ た 場 合 （ Ｓ
１ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 進 む 。 一 方 、 信 号 入 力 端 Ｉ １ に レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 入 力 さ れ
、 ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ が 押 下 さ れ て い な い こ と が 検 知 さ れ た 場 合 （ Ｓ １ ： Ｎ Ｏ ） は 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ が 引 き 続 き 実 行 さ れ る 。 す な わ ち 、 ス テ ッ プ Ｓ １ は 、 ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ が
押 下 さ れ る ま で 待 機 す る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 入 力 端 Ｉ ２ に レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ た か ど
う か 、 す な わ ち ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ が 押 下 さ れ た か ど う か の 検 知 が 行 わ れ る 。 信 号 入 力
端 Ｉ ２ に レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 入 力 さ れ 、 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ が 押 下 さ れ て い な い こ と が 検
知 さ れ た 場 合 （ Ｓ ２ ： Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 む 。 一 方 、 信 号 入 力 端 Ｉ ２ に レ ベ ル Ｈ の
信 号 が 入 力 さ れ 、 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ の 押 下 が 検 知 さ れ た 場 合 （ Ｓ １ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） は 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ は 、 信 号 出 力 端 Ｏ ２ の 電 圧 レ ベ ル を Ｌ に 設 定 す る 。 こ
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の 結 果 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 が 開 始 す る 。 次 い で ス テ ッ プ Ｓ ４ に 進 む 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ３ の ル ー チ ン に お い て は 、 ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ が 押 下
さ れ 、 か つ ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ が 押 下 さ れ て い な い 状 態 の 時 に 、 モ ー タ ２ ０ が 始 動 す る
。 ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ が 押 下 さ れ て い た と し て も 、 同 時 に ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ が 押 下
さ れ て い る 状 態 で は 、 モ ー タ ２ ０ は 始 動 し な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 入 力 端 Ｉ ３ に レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ た か ど
う か 、 す な わ ち ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ と ア ー ム １ ４ ｂ が 接 触 し た か ど う か の 検 知 が 行 わ れ る 。 信
号 入 力 端 Ｉ ３ に レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ と ア ー ム １ ４ ｂ の 接 触 が 検 知
さ れ た 場 合 （ Ｓ ４ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ は 信 号 出 力 端 Ｏ １ の 電 圧 レ ベ ル を Ｌ に 設 定 す る 。 こ の
結 果 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 の 方 向 は 時 計 回 り に 設 定 さ れ る 。 次 い で ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 信 号 入 力 端 Ｉ ３ に レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 入 力 さ れ て お り 、 ス
イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ と ア ー ム １ ４ ｂ が 接 触 し て い な い こ と が 検 知 さ れ た 場 合 （ Ｓ ４ ： Ｎ Ｏ ） は 、
ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 入 力 端 Ｉ ４ に レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ た か ど
う か 、 す な わ ち ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ４ と ア ー ム １ ４ ｂ が 接 触 し た か ど う か の 検 知 が 行 わ れ る 。 信
号 入 力 端 Ｉ ４ に レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ４ と ア ー ム １ ４ ｂ の 接 触 が 検 知
さ れ た 場 合 （ Ｓ ４ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ は 信 号 出 力 端 Ｏ １ の 電 圧 レ ベ ル を Ｈ に 設 定 す る 。 こ の
結 果 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 の 方 向 は 反 時 計 回 り に 設 定 さ れ る 。 次 い で ス テ ッ プ Ｓ ８ に 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ ８ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ は 信 号 レ ベ ル Ｈ の パ ル ス を 信 号 出 力 端 Ｏ ３ か ら 出 力 す る
。 こ の 結 果 、 カ ウ ン タ １ ０ ８ の カ ウ ン タ 表 示 値 が １ カ ウ ン ト ア ッ プ さ れ る 。 次 い で ス テ ッ
プ Ｓ ９ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 信 号 入 力 端 Ｉ ４ に レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 入 力 さ れ て お り 、 ス
イ ッ チ Ｓ Ｗ ４ と ア ー ム １ ４ ｂ が 接 触 し て い な い こ と が 検 知 さ れ た 場 合 （ Ｓ ６ ： Ｎ Ｏ ） は 、
ス テ ッ プ Ｓ ９ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 フ ロ ー の ス テ ッ プ Ｓ ４ － ８ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｓ Ｗ ３ 、 Ｓ Ｗ ４ に ア ー ム
１ ４ ｂ が 接 触 す る と 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 方 向 が 切 り 替 わ る 。 す な わ ち 、 ア ー ム １ ４ ｂ が ス
イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ と Ｓ Ｗ ４ と の 間 を 往 復 す る よ う に 、 内 視 鏡 Ｓ の 操 作 ダ イ ヤ ル Ｄ が 往 復 回 転 駆
動 さ れ る 。 ま た 、 ア ー ム １ ４ ｂ が ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ と Ｓ Ｗ ４ と の 間 を 一 往 復 し て Ｓ Ｗ ４ に 接
触 し た 時 に 、 カ ウ ン タ １ ０ ８ の カ ウ ン タ 表 示 値 が １ カ ウ ン ト ア ッ プ さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 入 力 端 Ｉ ５ に レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ た か ど
う か 、 す な わ ち カ ウ ン タ １ ０ ８ の カ ウ ン タ 表 示 値 が 所 定 の 値 を 超 え た か ど う か の 検 知 が 行
わ れ る 。 信 号 入 力 端 Ｉ ５ に レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ 、 カ ウ ン タ 表 示 値 が 所 定 の 値 を 超 え
た こ と が 検 知 さ れ た 場 合 （ Ｓ ９ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 進 む 。 一 方 、 信 号 入 力 端 Ｉ

５ に レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 入 力 さ れ 、 カ ウ ン タ 表 示 値 が 所 定 の 値 を 超 え て い な い こ と が 検 知 さ
れ た 場 合 （ Ｓ ９ ： Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 入 力 端 Ｉ ２ に レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ た か
ど う か 、 す な わ ち ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ が 押 下 さ れ た か ど う か の 検 知 が 行 わ れ る 。 信 号 入
力 端 Ｉ ２ に レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 入 力 さ れ 、 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ が 押 下 さ れ て い な い こ と が
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検 知 さ れ た 場 合 （ Ｓ １ ０ ： Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に 戻 る 。 一 方 、 信 号 入 力 端 Ｉ ２ に レ ベ ル
Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ 、 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ の 押 下 が 検 知 さ れ た 場 合 （ Ｓ １ ０ ： Ｙ Ｅ Ｓ ）
は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 出 力 端 Ｏ ２ の 電 圧 レ ベ ル を Ｈ に す る 。 こ の 結
果 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 す な わ ち 、 本 フ ロ ー の Ｓ ９ － １ １ の ス テ ッ プ に お い て は 、 カ ウ ン タ １ ０ ８ が オ ー バ ー フ
ロ ー す る 、 す な わ ち 内 視 鏡 Ｓ の ダ イ ヤ ル Ｄ が 所 定 回 数 往 復 回 転 す る か 、 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ
Ｗ ２ が 押 さ れ た 時 に モ ー タ ２ ０ が 停 止 す る こ と が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 上 記 説 明 し た フ ロ ー に よ れ ば 、 ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ の 押 下 に よ り モ ー
タ ２ ０ の 回 転 が ス タ ー ト し て ダ イ ヤ ル Ｄ の 耐 久 試 験 が 開 始 し 、 所 定 回 数 ダ イ ヤ ル Ｄ が 往 復
回 転 す る と 、 試 験 終 了 と 判 断 さ れ 、 モ ー タ ２ ０ の 回 転 が 停 止 す る 。 ま た 、 試 験 中 に ス ト ッ
プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ が 押 下 さ れ る と モ ー タ ２ ０ が 停 止 し 、 試 験 が 強 制 的 に 中 断 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 発 明 の 特 徴 部 分 で あ る 、 低 電 圧 時 の 誤 作 動 を 防 止 す る 機 構 に 付 き 、 以 下 説 明 す る 。 ま
ず 、 低 電 圧 時 の 誤 作 動 の 特 徴 に 付 き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 電 源 １ ０ ４ に Ａ Ｃ 電 流 が 供 給 さ れ て い る 状 態 で は 、 電 源 １ ０ ４ の 出 力 側 の 電 圧 は ５ Ｖ と
な っ て い る 。 し か し な が ら 、 電 源 １ ０ ４ に 商 用 Ａ Ｃ 電 源 が 接 続 さ れ た 直 後 や 、 電 源 １ ０ ４
か ら Ａ Ｃ 電 源 が 切 り 離 さ れ た 直 後 は 、 電 源 １ ０ ４ の 出 力 側 の 電 圧 は ５ Ｖ 未 満 の 低 電 圧 と な
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ こ で 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ １ ～ ６ の 入 力 端 子 お よ び 駆 動 電 圧 供 給 端 子 （ Ｖ ｃ
ｃ ） と 電 源 １ ０ ４ と が 接 続 さ れ て い る 場 合 、 Ｖ ｃ ｃ に 入 力 さ れ て い る 駆 動 電 圧 お よ び 入 力
端 子 に 入 力 さ れ て い る 電 圧 が 充 分 に 高 け れ ば 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 か ら は レ ベ ル Ｌ
の 信 号 が 出 力 さ れ る 。 し か し な が ら 、 駆 動 電 圧 が あ る 閾 値 よ り も 低 い 場 合 、 レ ベ ル Ｈ の 信
号 が 出 力 さ れ て し ま う こ と が あ る 。 こ の 閾 値 は 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ １ ～ ６ の 個
体 差 に よ っ て 異 な る 。 こ の た め 、 電 源 投 入 後 直 後 の 低 電 圧 時 に 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回
路 Ｓ １ か ら レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 出 力 さ れ 、 Ｓ ２ か ら は レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 出 力 さ れ て し ま う 可
能 性 が あ る 。 こ の た め 、 以 下 に 説 明 す る 低 電 圧 時 制 御 回 路 ２ １ ０ 、 ２ ２ ０ が 無 い 場 合 、 電
源 投 入 時 に ス タ ー ト ボ タ ン Ｓ Ｗ １ が 押 さ れ て い な い に も 関 わ ら ず モ ー タ ２ ０ が 始 動 し て し
ま う 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 以 下 に 説 明 す る 低 電 圧 時 制 御 回 路 ２ １ ０ 、 ２ ２ ０ は 上 記 の 現 象 を 防 止 す る た め に 利 用 さ
れ る 。 回 路 ２ １ ０ の 構 成 に 付 き 以 下 説 明 す る 。 回 路 ２ １ ０ は 、 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ と 反
転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ２ と の 間 か ら 分 岐 し て 配 置 さ れ て い る 。 回 路 ２ １ ０ は 、 第 ２ の
ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ １ １ 、 抵 抗 ２ １ ２ 、 第 １ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ 回 路 ２ １ ３ 、 第 ２ の
Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ４ を 有 す る 。 こ こ で 、 第 １ お よ び 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ は 、
そ の ベ ー ス 側 に バ イ ア ス 用 の 抵 抗 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ １ １ と 抵 抗 ２ １ ２ は 、 互 い に 並 列 に 電 源 １ ０ ４ の 出 力 端 子
に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ １ １ の 下 流 に は 、 第 １ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ
ス タ ２ １ ３ の ベ ー ス と 接 続 さ れ て い る 。 抵 抗 ２ １ ２ の 下 流 と 、 第 １ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ
２ １ ３ の コ レ ク タ と 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ４ の ベ ー ス と は 接 続 さ れ て い る 。 第 ２
の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ４ の コ レ ク タ は 、 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ と 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ
ガ 回 路 Ｓ ２ の 中 間 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ
ッ タ は 共 に 接 地 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ １ １ の ツ ェ ナ ー 電 圧 は ３
． １ Ｖ に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 値 は 通 常 時 の 電 源 １ ０ ４ の 出 力 電 圧 よ り も 低 く 、 ま た 、 シ
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ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ２ の 最 低 駆 動 電 圧 よ り も 充 分 に 高 い 値 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ こ で 、 電 源 １ ０ ４ か ら 出 力 さ れ る 直 流 電 流 の 電 圧 が 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ １ １
の ツ ェ ナ ー 電 圧 よ り も 低 い 場 合 は 、 第 １ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ３ の ベ ー ス に か か る 電
圧 は ０ と な り 、 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ４ の ベ ー ス に 電 圧 が か か る 。 こ の 結 果 、 第
２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ４ の コ レ ク タ か ら エ ミ ッ タ に 向 け て 電 流 が 流 れ る よ う に な る
。 す な わ ち 、 抵 抗 Ｒ ２ に 電 流 が 流 れ る よ う に な り 、 こ の 結 果 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路
Ｓ ２ の 入 力 端 の 電 圧 が Ｌ と な り 、 レ ベ ル Ｈ の 信 号 が Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 入 力 端 Ｉ ２ に 入 力
さ れ る 。 従 っ て 、 例 え 電 源 投 入 後 直 後 の 低 電 圧 時 の 誤 動 作 に よ っ て 信 号 入 力 端 Ｉ １ に レ ベ
ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ た と し て も （ 図 ４ の Ｓ １ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 そ の 時 は 信 号 入 力 端 Ｉ ２ に も
レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ る （ 図 ４ の Ｓ ２ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） た め 、 モ ー タ ２ ０ を 始 動 す る た め の
信 号 は 信 号 出 力 端 Ｏ ２ か ら は 、 出 力 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 一 方 、 電 源 １ ０ ４ か ら 出 力 さ れ る 直 流 電 流 の 電 圧 が 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ １ １ の
ツ ェ ナ ー 電 圧 よ り も 高 い 場 合 は 、 第 １ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ３ の ベ ー ス に 所 定 の 電 圧
が か か り 、 第 １ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ３ の コ レ ク タ か ら エ ミ ッ タ に 向 け て 電 流 が 流 れ
る よ う に な る 。 こ の た め 、 抵 抗 ２ １ ２ に お け る 電 圧 降 下 に よ っ て 、 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ
ス タ ２ １ ４ の ベ ー ス に か か る 電 圧 は ０ と な る 。 こ の 状 態 で は 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ２
１ ４ の コ レ ク タ か ら エ ミ ッ タ に 電 流 が 流 れ る こ と は な い 。 換 言 す れ ば 、 回 路 ２ １ ０ は 他 の
回 路 か ら 切 り 離 さ れ る こ と に な る 。 こ の 状 態 に お い て は 、 ス ト ッ プ ボ タ ン Ｓ Ｗ ２ が 押 下 さ
れ て い な け れ ば 信 号 入 力 端 Ｉ ２ に レ ベ ル Ｌ の 信 号 が 入 力 さ れ 、 押 下 さ れ て い る の で あ れ ば
レ ベ ル Ｈ の 信 号 が 入 力 さ れ る と い う 、 通 常 の 動 作 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 す な わ ち 、 回 路 ２ １ ０ に よ っ て 、 低 電 圧 時 （ 電 源 １ ０ ４ か ら 出 力 さ れ る 直 流 電 流 の 電 圧
が 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ １ １ の ツ ェ ナ ー 電 圧 よ り も 低 い 時 ） に は 、 強 制 的 に レ ベ ル
Ｈ の 信 号 が Ｃ Ｐ Ｕ １ ５ １ の 信 号 入 力 端 Ｉ ２ に 入 力 さ れ 、 こ の 結 果 、 モ ー タ ２ ０ が 停 止 す る
よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 記 の 回 路 ２ １ ０ は 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ６ が 正 常 で あ り 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト
リ ガ 回 路 Ｓ １ が 誤 動 作 を 起 こ し う る 場 合 に お い て 有 効 で あ る 。 し か し な が ら 、 低 電 圧 時 に
反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ６ が 誤 動 作 を 起 こ し て 不 適 切 な 信 号 レ ベ ル Ｈ を モ ー タ ド ラ イ
バ 回 路 １ ３ ０ に 出 力 し て し ま う 可 能 性 も あ る 。 以 下 に 説 明 す る 回 路 ２ ２ ０ は 、 そ の よ う な
状 況 下 に お い て 、 低 電 圧 時 に 強 制 的 に レ ベ ル Ｌ の 信 号 を モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ の Ｓ Ｔ
Ａ Ｒ Ｔ ／ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ 端 子 Ｍ １ に 入 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 回 路 ２ ２ ０ は 、 Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ を 備 え た 電 圧 増 幅 回 路 ２ ２ ２ と 、 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ
イ オ ー ド ２ ２ １ と を 有 す る 。 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ６ の 出 力 端 子 は 第 １ の ツ ェ ナ ー
ダ イ オ ー ド ２ ２ １ の 上 流 側 に 接 続 さ れ 、 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ２ １ の 下 流 側 と 電 圧
増 幅 回 路 ２ ２ ２ の 入 力 端 子 と が 接 続 さ れ 、 電 圧 増 幅 回 路 ２ ２ ２ の 出 力 端 は モ ー タ ド ラ イ バ
回 路 １ ３ ０ の Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ／ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ 端 子 Ｍ １ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ
イ オ ー ド ２ ２ １ の ツ ェ ナ ー 電 圧 は ２ ． ９ Ｖ に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 値 は 通 常 時 の 電 源 １ ０
４ の 出 力 電 圧 よ り も 低 く 、 ま た 、 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ６ の 最 低 駆 動 電 圧 よ り も 充 分 に
高 い 値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 の 出 力 す る レ ベ ル Ｈ の 信 号 の 電 圧 は 、 一 般 に 反 転 シ ュ ミ ッ ト
ト リ ガ 回 路 の 駆 動 電 圧 と ほ ぼ 同 じ 電 圧 と な る 。 従 っ て 低 電 圧 時 に 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回
路 Ｓ ６ が 誤 動 作 を 起 こ し て レ ベ ル Ｈ の 信 号 を 出 力 し た 場 合 、 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２
１ １ に 入 力 さ れ る 電 圧 は 、 電 源 １ ０ ４ の 出 力 電 圧 と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 こ の 電 圧 は 、 第 １ の
ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド の ツ ェ ナ ー 電 圧 よ り も 低 い 値 で あ る の で 、 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド
の 出 力 電 圧 は ０ と な り 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ の Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ／ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ 端 子 Ｍ １ に 入
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力 さ れ る 信 号 の レ ベ ル は Ｌ と な る 。 従 っ て 、 低 電 圧 時 に 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ６ が
誤 動 作 を 起 こ し た 場 合 で あ っ て も 、 モ ー タ ２ ０ は 回 転 駆 動 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 一 方 、 通 常 動 作 時 （ 電 源 １ ０ ４ の 出 力 電 圧 が 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ２ １ の ツ ェ ナ
ー 電 圧 よ り も 高 い 場 合 ） に お い て 、 反 転 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 Ｓ ６ か ら レ ベ ル Ｈ の 信 号 が
出 力 さ れ る 場 合 は 、 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ２ １ の 下 流 側 の 電 圧 は お お よ そ （ 電 源 １
０ ４ の 出 力 電 圧 － 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ２ １ の ツ ェ ナ ー 電 圧 ） と な る 。 こ の 電 圧 は
、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路 １ ３ ０ に よ っ て レ ベ ル Ｌ と 判 断 さ れ う る 可 能 性 が あ る た め 、 電 圧 増
幅 回 路 ２ ２ ２ に よ っ て 、 電 圧 を レ ベ ル Ｈ に 上 昇 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 電 源 １ ０ ４ の 出 力 が 低 電 圧 の 時 に 発 生 し う る 反 転
シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 の 誤 動 作 に 起 因 す る モ ー タ の 意 図 し な い 始 動 を 、 回 路 ２ １ ０ 、 ２ ２
０ に よ っ て 防 止 可 能 と な る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ２ １ の
ツ ェ ナ ー 電 圧 は 、 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ １ １ の ツ ェ ナ ー 電 圧 よ り も 低 く 設 定 さ れ て
い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装 置 の 構 造 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装 置 に お け る 制 御 ユ ニ ッ ト の ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装 置 に お け る 制 御 回 路 、 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路
、 お よ び カ ウ ン タ 等 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装 置 の Ｃ Ｐ Ｕ の 動 作 フ ロ ー で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 　 １ 　 　 　 　 内 視 鏡 操 作 部 耐 久 試 験 装 置
　 １ ４ 　 　 　 　 作 動 ギ ア
　 １ ４ ｂ 　 　 　 ア ー ム
　 ２ ０ 　 　 　 　 モ ー タ
１ ０ ０ 　 　 　 　 制 御 ユ ニ ッ ト
１ ０ ４ 　 　 　 　 第 １ の 電 源
１ ０ ８ 　 　 　 　 カ ウ ン タ
１ ３ ０ 　 　 　 　 モ ー タ ド ラ イ バ 回 路
１ ５ ０ 　 　 　 　 制 御 回 路
１ ５ １ 　 　 　 　 Ｃ Ｐ Ｕ
２ １ ０ 　 　 　 　 低 電 圧 時 制 御 回 路
２ １ １ 　 　 　 　 第 ２ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド
２ １ ２ 　 　 　 　 抵 抗
２ １ ３ 　 　 　 　 第 １ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ
２ １ ４ 　 　 　 　 第 ２ の Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ
２ ２ ０ 　 　 　 　 低 電 圧 時 制 御 回 路
２ ２ １ 　 　 　 　 第 １ の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド
２ ２ ２ 　 　 　 　 電 圧 増 幅 回 路
Ｓ Ｗ １ 　 　 　 　 ス タ ー ト ボ タ ン
Ｓ Ｗ ２ 　 　 　 　 ス ト ッ プ ボ タ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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[问题] 用于控制电动机的驱动和停止的电动机控制电路以及包括电动机
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驱动电源，两个NPN晶体管的发射极都接地，第二NPN晶体管的集电极
连接到输入电源和电阻器。 反向施密特触发电路和开关电路可以并联设
置。 [选择图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/edbee9c6-1f49-4338-a131-e7483b0e9b3f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037935802/publication/JP2007074849A?q=JP2007074849A

